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Abstract :  
The present Regional SNS cooperates with WebGIS. However, they have the problems about 
utility and operationality. Location information in Regional SNS is utilized for putting diary, 
events, and information through word of mouth. It is only referenced by diary function and 
community, but is not utilized for active communication among the participants of SNS. In 
operationality, Regional SNS has the problem which users have to use the independent 
function for displaying the map and posting the location information. In this study, the 
WebGIS system with Regional SNS was developed with considering user behavior support. 
The developed system has two characteristic functions of personal action area and location 
information posting. These functions were demonstrated in the laboratory. The usability of 
system was analyzed by officer of local governments. 
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1.はじめに 

 近年, 地域SNSはコミュニケーションツールとし

て注目されている[1]. 総務省は2007年度, 13の自治

体を対象に, 地域SNSの実証実験[2]を行った.  

地域 SNS では WebGIS との連携は必須機能と

なっている. しかし,地域SNS におけるGIS利用に

は, 有用性と操作性の 2 点で問題がある. 有用性に

ついては, WebGIS が日記やイベントを記載する際

の地図参照や, 口コミ情報の投稿インタフェース利

用に留まっている. また, 位置情報を日記機能やコ

ミュニティからの参照のみに利用しており, コミュ

ニケーションの促進には貢献できていない. 操作性

については, 地図を表示・投稿するための独立した機

能を利用しないと位置情報を利用することができな

い問題がある.  

本研究では, 岩手県盛岡市と滝沢村のニーズを加

味し, 地域SNSの利用者のプロフィールの１つとし

て, 行動エリアを設定することで, 地域SNS内に他

のユーザの投稿した情報から利用者の行動エリアに
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マッチした情報を効果的に収集・利用可能なマップシ

ステムを試作する. 

  

2.地域SNSにおける地図機能の分析 

現行の多くの地域SNS[2]には, SNS上で利用可能

な地図機能が搭載されている. open-gorottoをベース

とする熊本県八代市の地域SNS「ごろっとやっちろ」

や, OpenSNPをベースとした兵庫県の地域SNS
「ひょこむ」, OpenPNEをベースとした東京都千代

田区の地域SNS「ちよっぴー」において, WebGIS
をSNSの機能として利用できる.  
 「ごろっとやっちろ」の地図機能においては, 地図

の移動をドラッグにより行う際の読み込みに時間が

掛かる. 「ごろっとやっちろ」では日記, 掲示板, カ

レンダ, ともだちの住所などの位置情報を旗として

表示することができる. 旗は利用者全員から投稿さ

れるため, 一箇所に集中する場合もあり, どの情報

を利用していいかわかりづらいことがある.  

 「ひょこむ」はGoogle MAPを利用しており,  

位置情報はブログ機能, コミュニティのイベント通

知機能からのみ投稿が可能である. ただし, 他の利

用者の位置情報の閲覧は, 参照用の地図機能からの

み可能である.   

 「ちよっぴー」では「ひょこむ」と同様にコミュニ

ティのトピックからの利用と日記に位置情報を貼り

付けることができるが, 他の人の位置情報は参照用

の地図機能からのみ可能である.  

 以上のことから, 現行の多くの地域SNSでは, 位

置情報がコミュニティと連携しておらず, また, 位

置情報利用におけるユーザビリティの配慮が不足し

ている. これら既存のシステムでは, 位置情報と

SNS の機能の融合が十分行われておらず, それぞれ

の機能が独立しており, コミュニケーションが位置

情報により行われているとは言い難い. 

 

3.システム設計 

3.1設計方針 

本システムを設計するにあたって, 既存の地域

SNS の分析結果をもとに, 従来の地域 SNS での

WebGISの利用を見直し, SNSの機能を生かしなが

ら利用者個人間の位置情報の相互利用を促進するこ

とを目指す.  

方針１：利用者が行動エリアの設定機能を用いて, 

行動エリアにマッチした情報を効果的に収集し, 普

段素通りするだけの通勤経路周辺の地元商店街や店

舗に目を向ける注意の喚起や, 同じエリアで活動す

る NPO 間の交流を促進し, イベント情報の配信に

よる集客など実際の地域コミュニティの活性化に寄

与できるものと考える.  

方針２：現在の地域SNSでは地図機能が不十分で

あるため, 本システムではより地図機能を利用しや

すくする配慮を行う. 位置情報を投稿する際に, 日

記, コミュニティへの書き込みと紐付け, 容易に位

置情報を発信できる配慮を行う.  

方針３：ポータビリティを良くするため, 本システ

ムを利用するSNSエンジンは特定のものを採用せず, 

APIとして実装を行う. WebGISにはGoogle MAP
を利用する. 

3.2 システム構成 

本システムは行動エリア機能と位置情報投稿機能

の二つの機能をSNSエンジンにAPIとして実装する

ことで実現する（図１）.  

3.3 システムの機能 

3.3.1 行動エリア機能 

 この機能は, 行動エリアを利用者のプロフィール

の設定画面から利用者特性として設定し, 利用者個

人のホーム画面に, それぞれの行動エリア内の情報

を提供し, 利用者の行動支援を行う. 以下に, 機能

の詳細を述べる. 

 

 
 

図1 システム構成図 



 

 

図2 行動エリアの設定画面 

 

(1)行動エリアの設定 

利用者個人の行動エリアには自宅の住所, 通勤先

の住所, 任意の位置情報（結ぶと道となる 6 つのポ

イント, 3つの頻繁に利用する場所のポイント）をそ

れぞれ設定する. 行動エリアの設定画面を図 2 に示

す. 

(2)行動エリアの算出と情報抽出 

 行動エリアは地図上に可視化する. 行動エリア内

に情報が投稿がされた場合, ホーム画面に投稿が通

知され, 利用者は詳細を閲覧することができる. こ

こで, 各種情報は新着順に表示される（図3）.  

 行動エリアの算出には, 3つの頻繁に利用する場所

のポイントと自宅の住所, 通勤通学先の住所を囲む

矩形と, 6つのポイントにより結ばれる道の周辺の情

報を利用している.  

道の周辺の情報は道のポイント 1(x1, y1), ポイン

ト2(x2, y2) の2点から, ポイント2より距離d分垂

直方向にある距離の差分a, bを次式で求める. 
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図3 行動エリアと最新情報画面 

 

そして, この機能は 2 点からそれぞれ x 方向に a
分,  y 方向に b 分の距離で囲まれた矩形（平行四辺

形）内の情報を抽出する。 

(3)必要な情報のフィルタリング 

 表示したくない種類の情報は, アイコンの種別に

基づきフィルタをかけることができる.  

3.3.2 位置情報投稿機能 

この機能を利用することで, 利用者が地図上へ位

置情報を投稿することができる. 位置情報は, 地図

上の任意の点（ポイント）とポイントに対する情報（コ

メント）の両方の情報を含んでいる. 以下に, 機能の

詳細を述べる.  

(1)地図からのポイント投稿 

 利用者は地図上の任意の点をクリックする, ある

いは, ポイントの施設名または住所を入力すること

により, 新たにポイントを投稿することができる. 

ポイントの投稿の際, フィルタに利用する情報の種

類を設定することができる. 

(2)SNSのコミュニティごとの地図作成機能 

 SNS のコミュニティごとに活動用の地図を与え, 

コミュニティに参加している利用者が任意にポイン

トを投稿をする. (1)と同様, 地図上からポイントを



クリックして作成するほか, トピックやそのトピッ

クへのコメントにポイントを関連付けして作成する

こともできる. ポイントを関連付けしたことは, そ

のポイントへのコメントに通知される. 

(3)日記からのポイント投稿 

 日記を書く際に新たにポイントを投稿する. また, 

既存のポイントを日記に関連付けすることも可能で

ある. ポイントを関連付けしたことは, そのポイン

トへのコメントに通知される. 

(4)ポイントへのコメント機能 

 利用者から投稿されたポイントには利用者がコメ

ントを付加することができ, その情報は利用者の行

動エリア内なら,ホーム画面に通知され, 最新情報と

して表示することができる（図3）.  

 

4.試作と評価 

4.1 システムの試作 

今回のシステムはOpenPNE バージョン2.12.0上
で動作する API として試作した. システムは単体で

動作するプログラムとして開発し, インタフェース

部をSNSのテンプレートファイルへ移植することで

APIとして実現した.  

開発言語にはPHPを用い, 各種データの格納には

MySQLを利用した. Google MAP APIの利用には

JavaScript, コンテンツの表示には HTML と CSS
を使用した.   

4.2 システムの動作検証 

 研究室内の学生7名を対象に, 第3.3節で挙げた各

機能について本システムの動作検証を行った. 評価

項目として, 各の機能が第 3.1 節の設計方針を満た

しているかどうかを「はい」「いいえ」で答える設問

と, 各機能について自由記述欄を設けた. 

 評価の結果, 各機能の有用性と操作性を問う質問

では, 意図した機能が実現できているとの回答が得

られた. また, 自由記述では行動エリア設定時のポ

イントの数を増せるようにすると良いという意見や, 

ポイントを日記やコミュニティに付加する際に, 複

数のポイントを付加できるようにすると良いなど, 

柔軟な設定を求める意見があった. 

 

 
4.3 盛岡市による評価 

 本システム作成前の行動エリア機能のプロトタイ

プ[3]について, もりおか地域SNS「モリオネット」運

営担当者にアンケートを送付し, ヒアリングを行っ

た. ここでは有用性の評価までに至らなかったもの

の, 地域SNSに行動エリア機能があると良いとの高

評価を得た. 一方, プライバシー配慮の懸念も挙げ

られ, 今後の開発の参考にしたい.  

4.4 滝沢村による評価 

 本システムの構想について, ディスカッション形

式で滝沢村役場のSNS関係者5名にヒアリングを実

施した.本システムの機能については概ね好評で, 将

来の実運用時にも利用したいという意見があった. 

また, 災害時などの情報提供機能の要望があり, 

トップページに特定のコミュニティを表示する「コ

ミュニティピックアップ機能」の提案があり, 今後の

実運用に向けてのシステムの調整の参考にしたい. 

 

5.おわりに 

 本研究では,行動エリアを設定することで, 地域

SNS 内に他のユーザの投稿した情報から利用者の行

動エリアにマッチした情報を効果的に収集・利用可能

なマップシステムを試作し, 動作検証を行った. 

今後, 各評価で指摘された事項からシステムの改

善を行い, 滝沢村をフィールドとして実際に活動す

る団体の協力のもと, 運用実験を行う予定である. 

さらに, 社会実験により,実際に利用者の行動支援が

可能であることを検証する.  
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